
答 問
農
業
委
員
会
制
度
の
改
正
点
は

過
半
数
は
認
定
農
業
者
等
で
あ
る
こ
と

【
農
政
問
題
に
つ
い
て
】

【
地
区
要
望
の
実
施
計
画
に

つ
い
て
】

横田孝穗議員

本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
公
職

選
挙
法
に
よ
る
選
挙
制
と
選

経
営
所
得
安
定
対
策
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
、
行
政
と

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

「
農
地
水
保
全
」
の
積
極
的

村
の
耕
作
面
積
は
約
５
５
０

ha
、
ほ
場
整
備
面
積
は
約
３

昨
年
か
ら
地
区
懇
談
会
は
役

場
で
開
催
し
た
が
、
役
員
が

現
委
員
の
任
期
は
来
年
７
月

19
日
で
、
そ
の
後
に
な
り
ま

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
コ
メ

の
直
接
支
払
い
と
生
産
数
量

コ
メ
を
始
め
ソ
バ
・
大
豆
・

ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ブ
ル
ー
ベ

農
業
委
員
会
制
度
の
改
正
点

は
。

村
の
農
業
政
策
は
何
を
基
本

に
し
て
い
る
か
。

農
地
維
持
機
能
と
自
然
環
境

を
維
持
継
承
す
る
た
め
の
長

ほ
場
整
備
率
と
今
後
の
計
画

は
。

要
望
や
陳
情
等
に
お
け
る
実

施
計
画
と
、
優
先
順
位
の
つ

農
業
再
生
協
議
会
と
は
何
か
。

基
本
的
な
方
針
は
。

農
業
委
員
選
出
の
時
期
は
。

任
制
併
用
を
廃
止
し
、
推
薦
・ 

公
募

と
議
会
同
意
に
基
づ
く
市
町
村
長
の

任
命
制
に
一
本
化
、
過
半
数
は
認
定

農
業
者
な
ど
、
利
害
関
係
の
な
い
１

名
以
上
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
女
性
や

青
年
の
登
用
促
進
を
図
る
努
力
規
定

と
、
定
数
の
上
限
は
14
名
で
す
。

　

ま
た
、
委
員
と
は
別
に
「
農
地
最

適
化
推
進
委
員
」を
新
た
に
設
置
し
、

農
業
委
員
は
推
進
委
員
を
委
嘱
し
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
の

手
助
け
、耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
農
業
へ
の
新
規
参
入
者
の
支

援
な
ど
を
農
業
委
員
と
共
に
お
こ
な

う
、
村
の
非
常
勤
特
別
職
公
務
員
で

す
。

農
業
団
体
の
連
携
体
制
の
構
築
強
化

と
、
作
物
の
生
産
振
興
や
コ
メ
需
給

調
整
の
推
進
、
地
域
農
業
の
振
興
を

目
的
と
し
、
農
地
の
利
用
集
積
、
耕

作
放
棄
地
の
再
生
利
用
、
担
い
手
の

育
成
・
確
保
を
目
的
と
し
、
27
年
度

は
震
災
復
旧
に
関
す
る
支
援
も
加
え

て
い
ま
す
。

活
用
が
第
一
と
考
え
お
り
、「
農
地

維
持
支
払
」
と
い
う
取
組
み
が
う
た

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
交
付
金
に
課
題

は
あ
る
が
、
全
村
的
に
広
げ
れ
ば
、

農
地
を
農
地
と
し
て
地
域
ご
と
で
保

全
す
る
機
運
が
高
ま
る
と
期
待
し
ま

す
。

１
０
ha
で
、
ほ
場
整
備
率
は
約
56
％

と
な
り
、
現
在
整
備
事
業
を
要
望
し

て
い
る
北
城
南
部
と
、
新
田
を
中
心

と
す
る
二
つ
の
地
域
で
約
１
０
０
ha

程
あ
り
、「
農
業
競
争
力
強
化
基
盤

整
備
事
業
」
の
説
明
会
を
実
施
済
み

で
、
積
極
的
に
取
組
み
ま
す
。

日
中
勤
務
先
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
意
見
も
あ
り
、
今
年
度
は
地
区

に
出
向
い
て
の
開
催
で
す
。
各
課
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
一
次
審
査
後
に

理
事
者
に
よ
る
第
二
次
審
査
を
経

て
、
必
要
性
・
緊
急
性
の
高
い
も
の

か
ら
優
先
的
に
年
次
計
画
を
実
施

し
、
国
・
県
の
管
理
す
る
施
設
は
関

係
部
署
へ
の
要
望
と
な
り
ま
す
。

す
。

目
標
の
配
分
が
廃
止
と
な
り
、
農
業

振
興
に
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
、

国
が
推
進
す
る
政
策
に
沿
っ
た
水
田

の
フ
ル
活
用
の
推
進
と
、
農
業
の
経

営
安
定
を
基
本
と
し
て
進
め
ま
す
。

リ
ー
・
食
用
ほ
お
ず
き
等
の
白
馬
産

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
水
田
を

フ
ル
活
用
し
た
産
地
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
耕
作
放
棄
地
解
消
と
、
生
産

性
向
上
・
基
盤
整
備
の
導
入
・
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
の
積
極
的
活
用

な
ど
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
お
い
し

い
米
づ
く
り
や
、
産
地
交
付
金
メ

ニ
ュ
ー
作
り
、
ほ
場
整
備
・
農
地
保

全
会
へ
の
指
導
等
の
取
組
み
を
し
ま

す
。

期
計
画
は
。

け
方
は
。

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

問

問

問問

問

問

問 問

そばの里 白馬をめざして
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